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「漢字語彙スキルアップ」コースでの取り組み
－CLEミッションに着目して－

言語教育情報研究科 20周年記念企画

教育から学びへ：これまでの外国語教育とこれから
―立命館大学プロジェクト発信型英語プログラムと立命館アジア太平洋大学・日本語プログラムの実践から－



寺嶋弘道
立命館アジア太平洋大学
言語教育センター（CLE）
日本語主任（CLE副センター長）

教材作成
５つのとびら（凡人社）の作成→APUの漢字語
彙教育（初級―上級）を設計

研究テーマ
コーパスツールのライティングへの活用（2つの科研）
23年からChatGPTのライティングへの活用に関心

寺嶋弘道（2016）「日本語学習者のコロケーションの選択と
その考察―DIC 法と DIC-LP 法の比較から―」『日本語教育
学会』163巻, pp. 79-94

板井芳江・寺嶋弘道（2023）「コーパスツールを用いた継続
的なライティング活動 －効果的な活用を目指して－」『日本
語教育方法研究会誌』Vol.29, No2, pp. 4-5 〈奨励賞〉

寺 嶋 弘 道 ・ 稲 田 栄 一 ・ 板 井 芳 江 ・ 隈 井 正 三 （ 2023 ）
「ChatGPTによる作文のフィードバックとその活用の試み」
『 日 本 語 教 育 方 法 研 究 会 誌 』 Vol.30, No1, pp. 68-69
〈優秀賞〉

〈講師〉
寺嶋弘道（2023）「第６回 日本語教育とICT活用を考える
＜ツール編＞ コーパスツールの活用を考える ーどのように学
習者に使ってもらうかー」筑波大学GEGLOC日本語・日本語教
育拠点主催

漢字語彙スキルアップ、自己表現のための日本
語、講義の日本語、日本語プロジェクトF

学習アドバイザー養成プログラムコース2 修了
（学習者オートノミー教育研究所 ）

担当

アドバイジング



「自由・平和・ヒューマニティ」「国際相互理解」「アジ
ア太平洋の未来創造」 の実現に貢献できる世界市民の育成

日本語教育を通じて、①日本語運用力、②他者
との効果的な協働に必要な異文化間能力、③自
律学習能力、を養うことを目指す

APUで学んだ人達が世界を変える

CLEミッション

APUのミッション

2030 APUビジョン

CLEミッション
（日本語プログラムのミッション）

自律学習能力の必要性
①コース内での学びの限界 ②学習者のニーズ・興味の違い
③学習者の能力・学習方法の違い ➃現実の課題に対応し、生きていく力の獲得



自律学習能力を養うためには
教員の役割を見直す
他者決定型学習：知識提供、計画、指示、指導
自己決定型学習：ファシリテーター、情報提供、学習管理
相互決定型学習：メンター、共に計画、問い直し等

学びを捉え直す

産出をサポートするツール
辞書、自動翻訳、コーパスツール、
対話型の文章生成AI

自己決定型学習
相互決定型学習

他者決定型学習

ICTの活用

梅田（2005）に基づき作成

理解し覚える

基礎知識 応用

統合

人間の特性関心を向ける

学び方を
学ぶ

基礎知識を使うこと

学びを現実と関連づ
ける、他の分野と関
連付ける

自己認識、他者理解
人間の特性の理解

新たな関心を
見つける

学びのストラテジー、
改善の方法を学ぶ

「意義のある学習」（フィンク
2011）を参考に作成

×言語教育＝テキストの内容を覚える＋使う

梅田（2005）をもとに作成



日本語教育分野で活用できそうなコーパスツール
レキシカルプロファイリング
例：Ninjal-LWP for TWC、 Ninjal-LWP for BCCWJ

コンコーダンス、共起語分析、Wordリスト等
例： NoSketch Engine

コンコーダンス
例：少納言

メリット
①現実世界における使用、自然な表現

②膨大な情報の活用

③学びの広がり

➃新たな学びの視点の獲得（優先順位、まねる）

授業で活用

自律学習能力の向上



コーパスツール活用の難しさ

①漢字語彙が読めない、意味がわからない

→辞書や翻訳ツールにコピペして使うのが面倒

②使用される文法用語がわからない

➂ライティング時に文脈に合う言葉をピンポイント

で探すのが難しく、時間もかかる

良いリーダーは、チームの目標を決め

て、メンバー ような人です。

そのため、リーダーは、メンバーと・・・

コーパスツールを効果的・効率的に使えない



ライティングにおける
コーパスツール活用モデル（寺嶋・板井2023）

短文

作文

語彙ネットワーク



効果
・使い方のバリエーションが増えた

・コーパスツールで調べたものを取り入れる

回数が増えた

板井・寺嶋（2023）

短文

作文

語彙ネットワーク



漢字語彙スキルアップ
（2単位）での取り組み

コースの特徴
・トピックごとの漢字語彙リスト、漢字語彙の運

用 練習（読む・書く・話す／聞く）

１課：外食・グルメ、2課：SNS
3課：アルバイト、 4課：学生生活、5課：活動

・１－４課でコーパスツールを用いて、語彙ネット
ワークの作成、短文作成、エッセイ・話す活動

導入：日本語を学ぶ人のためのコーパスツールライ
ティング入門 https://www.corpustool-writing.com/

（寺嶋・板井 2023）

・5課では、活動として、関心のあるトピックに合
わせた語彙リストの作成、コーパスに基づいた用
例・会話文の作成、クラスメイトへのミニレッスン

日本語運用能力

異文化間能力自律学習能力

漢字語彙の読み方、
意味、運用、推測

目標に向けて他者
とうまく協働し、お互
いの学びを深める

関心のあるトピックで
よく使用される漢字語彙
を調べ、運用、自分の学
びを批判的に考え改善

コースの目標



ミニレッスン活動の学びとは

今後に向けて
・ミニレッスンを提供する自律的な学びの

コミュニティが作れないか
・AIをどのように活かすか

教員の役割を見直す
学びを捉え直す（意義のある学習）

CLEミッションの達成を目指す
（言語運用能力、異文化間能力、自律学習能力）
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